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粕 屋嵐習 林

A。 林 木 育 種 に 関 す る 研 究

宮 崎 安 貞

柳 池 一 馬

長 沢 久 視

づ 広 島 県 湯 来 町 ハ チ ロ ウ スギ 天 然 林 か ら の 育 種 材 料 の し ゆ う集 に つ い て

広島県湯来町に生育 しているハチロ ウスギは、通直な樹幹、均斉な木遇、美しい赤味を帯び

た心材の色沢などを特長として地元ではひ じ書うに好評を博している天然スギである◇昭和

47年 鱈 月12H・.,.19Bに 、広島県佐伯郡湯来町恵下谷国有林(広 島営林署)に 生育 して

いるスギ天然林からさし木材料を採集して、九大粕屋演習林林木育種試験地の第1網 竈にさし

付けたo

さし付けたのは、60ク ローン、974本 であ1たo穂 木は着荷後ただちに流水中に浸 し、

24時 間後に稽作りしてただちに真砂を40㎝ 深さに敷きつめたフレー ム内にtO躍 間隔にさ

し付げだo灌 水は自動 ビーノズル灌水装置によっ允oさ し床は よしずを用いて天井於よびその

周囲に寒風をよけ る詮海いを取 りつけだo各 クロ・・-Ptン溺のさし付本数 と昭和48年3月 末8現

在の生 き残 り億体数を示せぱ表1の と診 参であるo全 体としての生 き残b本 数は、ラ74本 に

対 して642本 、約65%で あったo

表 壌 広島撃ハチロウスギ天然林から採集 したスギさし穂のさし付本数と生 き残 りさし穂数



ク ロー ン 番 号



ク ロー ン 番 号

2山 形 県 ヤ マ ノ ウ チ ス ギ 天 然 林 か ら の 育 種 材 料 の し ゆ う 集 に つ い て

昭和47年9月25日 か ら10月2日 にかけて、山形県最 上郡戸沢村の古国 営林署管内 に生

育 しているヤマノ ウチス ギ天然林 か ら育種材料の しゆ う集 を行 な ったので報告 する。

ヤマノ ウチス ギ天然林か らしゆ う集 したス ギさ し穂 は58ク ロー ン、計t,508本 で あ った。

これを九大粕演 林木育種 試験地 にある大温室 の フレー ムにさ し付 けた。 前項 と同 じ要領 で作 っ

た さ し穂 を幅1m、 長さ15mの プ ロ,ク ・フレー ムに10㎝ 間 隔でさ したo用 土 はパー ライ

ト20%を 含 む真砂土 で深さ55㎝ で あ。たo穂 長は約30cmで 、そ の約5分 の1ま でさ したo

灌 水はデ イ フレク シヨ ン 。ノズルを用 いた ミス ト方式 で、1時 間毎 にtO秒 問 の灌水 を したo



昭和48年6月 上旬に発根状況を調べた◇その結果は表,に 示されているo

表1山 形県ヤマノ ウチスギ天然林に由来するスギさし穏の発根試験(本)
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3京 都大 学ア シユ ウスギ天 蕪林か らの育 種 材料の しゆ う集につ いて

マ

昭和47年10月30日 か ら11月2日 まで京都 大学芦生 演習林 にお もむ き、同演 習林に生

育 してい るアシユ ウスギ天然林か らさ し木材料 を採取 したoこ れ らのさ し木材料は190ク ロ

ー ン、1 ,715本 で あ。た。 これ らのさ し穂は ク ロー ン別 に九大粕演林木育種試験地 の大温室

にさ し付けた。そ の要領 は前項 で述べ た ものと同様 である。昭和48年6月 現在 でその発根状

況は概 して良好 の よ うであ り、まだ 堀 り取 って個体別 に発根 を調 べたわけ では ないが ・約60

%の ものが発根 しているのでは ないかと考 え られるoア シユ ウスギのク ロー ン別 のさ し付 本数

を示せぱ表1の とお りであるo

表1.京 都 大学 アシユ ウスギ天然林 か ら採取 したス ギさ し穂 のさ し付本数(本)
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4タ テ ヤ マ,サ ドガ シ マ,オ キ ノ ヤ マ 各 ス ギ 天 然 林 に 由 来 す る 育 成 ク ロ ー

ン の 定 植 と さ し 穂 擦 取 可 能 数

昭和4δ 年慶 以来 、全国 各地のス ギ天然林 か らさ し穏を採取 して、九大粕 演林木 育種 試験 地

でその ク 鐸一 ン育成 を試みて きたoそ の うち、さ し木が定植 するの に充分 な大 きさに達 した上

記3天 然林の分につ いてそ の定植状況 とこれ らの定植木か ら昭和48年6月 現在で採穂が 可能

な本数 を調べたので報告す るo

定 櫃 し允場 所は九大粕 演林木 育種 試験地 内の ヒノキ ・ク ロー ン集植所一 帯 である05月 下旬

に現 地 に直径58cm、 深 さ50飯 の 植穴 を堀 り、植付麗 隔1mで ス ギさ し木 苗を定植 したoPt

テ ヤ マス ギは91クロー ン267本 。 オキノヤマス ギは58ク ローンン6ア 本.サ ドガシマ.スギ

は27ク ロー ン、69本 で あっ たo

またs採 穂可能数は 、タテヤマスギ298本.オ キノヤマス ギ46本.サ ドガシマス ギ45

本 で あoたoこ れ ら定植お よび採穂 可能数 をク ロー ン別 に示す と表3Ptl・ ・.t-5の と論 りで

ある◇

表1-1タ テヤ マス ギのクロー ン別定植数 と採穂可能数



クロー ン番号



表1-2オ 艶 ノヤマス ギのクローン 別定植数 と採穂 可能数

表t-5サ ドガシマ スギのクローン 別定植 数 と採穂 可能数



5第1温 室 に お け る ヒ ノキ の さ し 木 増 殖 試 験

昭和47年6月7日 に、九大粕 演林木 育種試験 地の ヒノre、 ク ロー ン集植所か らさ し穂 をと

vて 、同試験地 にある第1温 室内 の フレー ムにさ し付 けたoさ し付 本数は27971本 で ・昭和

48年6月 に堀 り取 ってその発根状況 を調べ たo発 根個体数 は912o本 で 、約57%で あ っ

たo表1に ク ロー ン別 の発根状況 を示すo

表t第{温 室 における ヒノ キのさ し木 発根試験(本)



6昭 和47年 度 ヒ ノキ 種 子 のクローン 別 擦 取 量,. -t

昭和47年tO月9Hか らUBに オ・けて、九大粕演林木育種試験地のヒノキ ・クローン 集

植駈の ヒゾ キを中心 としてヒノキ59クローンお よびサワラから球果を採集 したゆ

これらの球果重量冷よび精澤種子重量は、衰1に 示すとtsりであるo

表1昭 和47年 慶粕屋演習林 とノキ種子のクローン 溺採種量



7広 葉 樹 の さ し木 増 殖 試 験

昭和47年7月15Nか ら19Hに かけて、サンゴジユ他9樹 種についてさし木増殖試験を

行なった さし床は、九大粕演林木育種試験地の大温室内のフレー ムであるゆさし付本数は全

部 で5174本 で ・その うち1・795本 が 発根4好 であ り・1・'5本 は やや発根不 即 あ ・ft・

発根飼体 は両方合せれば1.898本 で あ り、これはさ し付 本数の約57%に 当 るe

友 診、本年度 の ネズ ミモチ1回 床 替苗数は2065本 、 ネ ズミモチ播種床 分は5100本 で、

また、マテバ シイは1.448本 を床替 したo

表1は 樹種 溺の発根 個体数 を示すo

表1昭 和47年 度 粕演広葉樹 さ し木増 殖試験
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